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㊡ 

大野分館
11:00～

読みきかせの会

 

㊡ 

※状況により変更になる場合があります。ご了承ください。

 

㊡ 

 

㊡ 

中央館
11：00～

かみしばい

大野分館
11:00～

おはなし会
「てぶくろ」

中央館
11：00～

子ども映画会

中央館
14：30～

読み聞かせの会

図書館まつり:

 

㊡ 

11月の中央館の「鹿嶋の民話」「おはなし会」はお休みです。

 

㊡ 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

  
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鹿嶋市立 

中央図書館 ☎ 0299-83-2510 

大野分館  ☎ 0299-69-1114 

 

 

11月のカレンダー 

マスクの着用、手指の消毒をお願いいたします。 
体調の悪い方はご遠慮ください。 
図書館入口でいばらきアマビエちゃんの登録をお願いいたします。 

中央館 

 

大野分館 
6日(土)11：00～ かみしばい 

17日(水)14：30～ 読み聞かせの会 

20日(土)11：00～ 子ども映画会 

13日(土)11：00～ おはなし会「てぶくろ」 

20日(土)11：00～ 読みきかせの会 

※予定は変更になる

場合があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子図書館の使い方 「検索を活用しよう！」 

検索方法には、フリーワードを入れる「簡易検索」とさらに詳細な条件

を入力する「詳細検索」があります。サイト上部の検索窓から入力して資

料を探すことができます。図書館のおすすめは、「フリーワードを検索窓

に入力し、更にジャンルで絞り込む」です。 

これであなたも「図書館  」⁉ 

 ジャンルって何？ 

図書館では「日本十進分類法」に従って本を分類

しています。例えば、料理や子育ては「技術」、スポ

ーツは「芸術」、旅行ガイドは「歴史」になります。電

子図書館も同じです。 

①フリーワードを検索窓に入力しましょう。 

（検索したい著者名などがありましたら、そちらを

入力。） 

②「検索結果が多すぎて、絞り込みたい！」という方は

「ジャンルで探す」から、該当のジャンルをクリックしてく

ださい。 

こちらの方法は、電子図書館の

「新着特集」やその他の特集でもお

使いいただけます。 

「特集以外の本も探したい」という

方もぜひお試しください。 

さっそく検索してみましょう 



 
 

 タイトル 著者 出版社 

1 少年と犬 馳星周 文藝春秋 

 52ヘルツのクジラたち 町田そのこ 中央公論新社 

3 白鳥とコウモリ 東野圭吾 幻冬舎 

4 そして、バトンは渡された 瀬尾まいこ 文藝春秋 

 あきない世傳金と銀 10 高田郁 角川春樹事務所 

 
ブラック・ショーマンと 
名もなき町の殺人 

東野圭吾 光文社 

 
魂手形 
三島屋変調百物語七之続 

宮部みゆき KADOKAWA 

    

 タイトル 著者 出版社 

1 初詣で 照降町四季 1 佐伯泰英 文藝春秋 

 

三つ巴 新・酔いどれ小藤次 20 佐伯泰英 文藝春秋 

非弁護人 月村了衛 徳間書店 

少年と犬 馳星周 文藝春秋 

魔力の胎動 東野圭吾 KADOKAWA 

コロナとバカ ビートたけし 小学館 

 中央館  

一般書版 

 大野分館  

※大野分館は１位が６冊あるため以下省略。 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

次回の図書館だよりの発行は 12 月 1 日(水)です。 

 おすすめの１冊 

『キャパとゲルダ』 
マーク・アロンソン ：著 
マリナ・ブドーズ  ：著 

原田 勝：訳 あすなろ書房（740/ｷ） 

今月のおすすめは… 

「あの有名な戦場カメラマンのお話か･･････。」 

と思って、この本を手に取りました。つい先日、アフガニスタンがタリバ

ンに占領されたというニュースが報道され、大変ショックを受けていたの

で、無意識にこの本に手が伸びたのだと思います。戦争報道に関しては、

特に映像のもつ説得力は大きく、打ちのめされる思いでいたので。 

 作中に「キャパとタローは、二十世紀前半の壊滅的な変化、大惨事や悲

劇を理解するための視覚的言語をわれわれに与えてくれた。それまでは、

だれもそうしたものを見たことはなかったし、また、あのような目撃の記

録をもちかえってくる者もいなかった。」とあります。確かにこの作品は、

パートナーだった二人の戦場カメラマンとその報道写真について書かれ

てはいますが、本流はスペイン内戦です。この時代、ピカソは『ゲルニカ』

によって、人々の痛みと怒りを表現し、反戦を叫びました。また、ヘミン

グウェイは、『誰がために鐘は鳴る』を書きました。しかし、それら以上

に、たった一枚の真実の写真は、一瞬にして大きく世論を動かします。 

 驚くことに、つい最近まで、スペインは、フランコ将軍による独裁国家

だったわけですが、それに至るまでのスペインの内戦の事実に触れたい人

にもこの本をお勧めいたします。 

 
（2021.11 中央図書館 タロー） 

図書館まつり開催中！ 
【中央館】 

・シークレットブック 

・本のおたのしみ袋 

・展示イベント 

「本が泣いています」 

【大野分館】 

・本探しクイズ 

【中央館・大野分館共催】 

・スタンプカード ・図書館クイズ  


